
 

令和 2 年度教育振興重点施策案の概要 

 

１ 教育に関する事務の平成 30 年度点検・評価から見えてきた課題 

 ⇒ 子どもや保護者を支援する体制の充実 

   第 3 期市川市教育振興基本計画では 

「いじめ、暴力行為などへの対応や、子どもや保護者を支援する相談体制の強化」 

【現状①】 不登校児童生徒の出現率が増加傾向にある 

【現状②】 「学校は相談しやすいと」回答する保護者の割合が平成 30 年度は平成 29 年度

と比べて 3 ポイント減少した 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 教育や子どもを取り巻く状況の変化 

 ⇒ 子どもの安全・安心を確保する家庭・学校・地域の取組の推進 

【現状①】 子どもを巻き込んだ事件・事故が後を絶たない 

・ 2017 年 3 月 24 日 千葉県松戸市で、登校中の小学 3 年生が連れ去られ殺害 

・ 2019 年 4 月 23 日 千葉県木更津市の交差点で、小学 3 年生 2 人が車にはねられる 

・ 2019 年 5 月  8 日 滋賀県大津市で、保育園児の列に車が突っ込む 

・ 2019 年 5 月 28 日 川崎市多摩区で、スクールバスを待っていた児童らが刺される 
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【不登校児童生徒の出現率】 【「学校は相談しやすい」と回答する保護者の割合】 
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